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研究成果の概要（和文）：英文を自然なスピードで録音した素材を文単位のファイルに整理し、キーとなる名詞・動詞
の適切な語形（単数形・複数形・現在形・過去形など）を選択する課題を提示した上で、ノイズ加工しない音声を1度
だけ再生、該当箇所をノイズでマスクした音声ファイルを何度でも必要なだけ再生、ノイズ加工しない音声を1度だけ
再生という3段階でリスニング練習を行った。並行して、平易な英語ニュースについて、名詞・動詞などは辞書形で提
示し、冠詞・前置詞は削除した単語列を提示した上でのディクテーション作業を行ったところ、学習者が文法的冗長性
に着目するようになったことを示唆するアンケート結果を得ることができた。

研究成果の概要（英文）：After listening and dictation tasks described below, students responded to a 
questionnaire generally positively, suggesting that they started to employ a new listening comprehension 
strategy where they would try to use grammatical and contextual redundancy to determine word forms of 
nouns and verbs and to identify articles and prepositions.
(1) Students listened to audio files played back once and chose proper forms of nouns or verbs. They 
played back corresponding audio files, with the key segments masked by noises, on their own as many times 
as they wanted and made similar choices. Finally, they repeated the activity in the first stage.
(2) A relatively simple and short news article with an audio file was chosen. Students were given a list 
of words for the article, consisting of the dictionary forms of the nouns and the verbs, with the 
articles and prepositions removed, and wrote down the text of the news audio file, which they were able 
to play back as many times as they wanted.

研究分野： 認知科学・文法理論・ 外国語教育・教育の情報化

キーワード： 英語リスニング　日本人英語学習者　言語処理の自動化　文法的冗長性　非強勢要素　形態統語情報　
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１．研究開始当初の背景 

日本人大学生ならびに社会人の英語運用
能力は CEFR（言語の評価・学習・教育に関
するヨーロッパ共通参照枠組み）で概ね A1
（初級の学習者・下）から B1（自律した学
習者・下）にあり、『仕事で英語が使える』
レベルに達していない。これを B2（自律し
た学習者・上）から C1（熟達した学習者・
下）のレベルに向上させるためには、言語知
識（文法・語彙・表現）を増やし発音の正確
さを向上させることと合わせて、『リアルタ
イムでの言語処理能力』を高める必要がある。
自然なスピードで発話される英語への不慣
れと、英語で質問を理解して応答し、会話の
流れに即した質問を産出する訓練の不足が、
母語話者・熟達した学習者同士の自然な会話
を即時に理解して談話に貢献できるレベル
に至っていない要因の一つである。 
リスニングでは、名詞・動詞などのキーワ

ードについて文脈・状況から推測して同定す
ることができても、構文を示す（冠詞・前置
詞などの）機能語や活用語尾について正確に
聞き取ることができず、思い込みと推測に基
づく不正確な内容理解へとつながる傾向が
ある。リスニング能力向上のためには、音素
レベルの正確な認知・イントネーションやス
トレスなどの理解に加え、語彙・文法・表現
などの言語知識の増大も不可欠であるが、自
然な発話の中で強勢がなく、弱化した音韻を
認知するための、リアルタイムでの統語情報
処理技能の訓練も必要である。 

２．研究の目的 

英語の文法・談話レベルでの理解に重要な
情報を提供する動詞・名詞の（現在形か過去
形か・単数形か複数形かなどを示す）語尾活
用・冠詞・前置詞や短い副詞的要素などは、
自然な発話の中では強勢を受けず発音が弱
化するが、こうした要素の意識的な聞き取り
訓練は近年では中・上級学習者向けの学習方
法として見受けることがない。本研究では、
英語のリスニング（聴解）を中心として、日
本人大学生英語学習者の『リアルタイムでの
言語処理能力』を短期間に効果的に向上させ
る方法を研究することを目的とした。 
自然なスピードで母語話者が発話する英

語を日本人英語学習者が聞いたとき、内容語
と構文的なキューをそれぞれどの程度正確
に聞きとれているか、またそのどちらが内容
理解に貢献するか明らかにするとともに、こ
れをどのように改善することが可能である
か、いくつかの方法を示すことができれば、
日本人の英語学習方法の改善に資すること
ができるであろう。 

３．研究の方法 

本研究は以下の 4 点からなる学習実験・デ
ータ収集・データ分析を中心に実施した。 

- 英語運用能力の測定：Versant English 
Test を受験し聴解・発話能力を測定する。 

- 音声提示用データの作成：母語話者によ
り自然なスピードで発話された提示文の
うち、特定個所をノイズでマスクする加
工を行う。  

- 学習実験：加工する前の自然な録音状態
の音声と加工処理した音声を組み合わせ
て用いた学習実験（ディクテーション・
選択など）で訓練と評価を行う。 

- データの解釈について連携研究者・研究
協力者・海外共同研究者と検討する。 

平成 24 年度には、参加者に Versant 
English Test の受験を促し、スコアを整理し
つつ、以下の 2 点の課題を中心にデータ収集
を進めた。 

(1) 内容的には平易であるが、真剣に繰り返
し聞き直したくなる程度の難易度の英文
を自然なスピードで録音した素材を文単
位のファイルに整理し、4 回のセッショ
ンでそれぞれ 10 文前後を材料に、以下の
3 段階でリスニング練習を行った。最初
の段階では音声を 1 度だけ教室のスピー
カーから再生し、音声再生に先立って予
め提示されている複数の選択肢から中心
となる名詞または動詞の活用形として適
切な語形を選択する。2 つ目の段階では、
音声ファイルを各自の PC とヘッドセッ
トで何度でも必要なだけ再生できる状態
で、（該当箇所は空白にした）英文を文字
で提示し、辞書形で示した名詞または動
詞を適切な活用形に変化させキーボード
入力で回答する。3 つ目の段階は 1 つ目
の段階の課題を繰り返す。素材とする文
は 1 回のセッションで 10 文前後を 3 つ
の段階で繰り返して使用した。 

(2) 高校生にわかる程度の平易な表現で短く
まとめられたニュースを自然なスピード
で録音した素材を利用し、対応する英文
から（比較的難しい連語・熟語・固有名
詞等は別途ヒントとして提示しつつ）冠
詞・前置詞を取り除き、動詞・名詞につ
いては辞書形に替えた単語リストを提示
して、15～30 秒程度のニュース全体の書
き起こしを行った。 

研究計画ならびにデータ収集の趣旨につ
いて、次世代大学教育研究会で複数回にわた
って報告してフィードバックを受けるとと
もに、連携研究者・研究協力者と研究討議を
進めた。こうした議論の中で、音声素材にノ
イズを加えたデータを学習者に提示すると、
聴感上のストレスを与える可能性が懸念さ
れるという指摘があり、バンドパスフィルタ
ーを用いた音声加工について検討したが、そ
の後の研究討議において、文法的冗長性に着
目させる必要性からノイズによるマスキン
グが望ましいという結論に改めて至った。 
平成 25 年度には、参加者に Versant 



English Test の他に初めて Oxford Quick 
Placement Test の受験を促し、スコアを整理
し、平成 24 年度とおおむね同じ形式でデー
タ収集を進めたほか、平易な語彙・構文の平
叙文から疑問文への転換について、3 回のセ
ッションでデータ収集を行った。データ収集
の経過とニュース素材に基づくディクテー
ション課題のエラー分析から得られる知見
などについて、電子情報通信学会思考と言語
研究会と次世代大学教育研究会などの研究
集会で報告を行うととともに、他の科研費と
合同で小規模な国際ワークショップを 2013
年 12月 15日に開催し、研究経過を報告した。 
平成 26 年度には、平成 25 年度に続いて参

加者に Versant English Test と Oxford 
Quick Placement Test の受験を促し、スコア
を整理し、以下の 3 点の課題を中心にデータ
収集を進めた。 

(1) 平成 24 年に作成した文単位のファイル
を元にノイズによるマスキングを加えた
ファイルも用意し、4 回のセッションで
それぞれ 10 文前後を材料に、以下の 3
段階でリスニング練習を行った。最初の
段階では音声を 1 度だけ教室のスピーカ
ーから再生し、音声再生に先立って予め
提示されている複数の選択肢から中心と
なる名詞または動詞の活用形として適切
な語形を選択する。2 つ目の段階では、
該当箇所をノイズでマスクした音声ファ
イルを各自の PC とヘッドセットで何度
でも必要なだけ再生できる状態で、適切
な語形を選択する。3 つ目の段階では最
初の段階と同じ課題を繰り返す。素材と
する分は 1 回のセッションで 10 文前後
を 3 つの段階で繰り返して使用した。 

(2) 高校生にもわかる程度の平易で短いニュ
ースを自然なスピードで録音した素材を
利用し、対応する英文から（比較的難し
い連語・熟語・固有名詞等は別途ヒント
として提示しつつ）冠詞・前置詞を取り
除き、動詞・名詞については辞書形に替
えた単語リストを提示して、30 秒程度の
ニュース全体の書き起こしを行った。 

(3) 平叙文から疑問文への転換について、3
回のセッションでデータ収集を行った。 

国内・海外の研究集会において、以下の 3
点を中心に報告を行った。(i) リスニング・
ディクテーション課題の難しさについて、こ
れまでのデータ収集で明らかになった問題
点を提示した。(ii) Oxford Quick Placement 
TestとVersant English Testのスコアからそ
れぞれ推定される読解課題における文法・語
彙知識とリアルタイムでの音声言語処理の 
CEFR （ヨーロッパ共通参照枠組み）に基づ
くレベルの差と、問題の所在について報告し
た。(iii)日本人英語学習者にとって、英語の
疑問文を産出することが様々な理由から難
しいことについて指摘した。 

４．研究成果 

平成 24年度～平成 26年度について成果の
概要を整理すると、以下の諸点となる。 

(1) 平易なニュース音声のディクテーション
課題（固有名詞を除く名詞と動詞は原則
として辞書形、冠詞と前置詞は原則とし
て削除した単語列をヒントとして提示し、
音声を自由に再生しながら全文を英文で
書き起こす）については、以下のような
点が学習者にとって困難である。 
- 過去形にすべき動詞を過去形にできて
いない。【記事の中で明確に過去の日付が
述べられているのに動詞を過去形にでき
ていないケースが多い】 
- 冠詞の脱落・間違いが多い。【冠詞があ
るべき箇所に何も書かれていない、ある
いは、不定冠詞 a を入れるべき個所に定
冠詞 the が入っているケースも多い】 
- /r/ と /l/ の聞き分け・聞き取りの区別
ができていない。 
- boys’ の s’ （複数所有格）の間違い。【音
声を聞いただけでは boys または boy’s と
回答しそうになる個所で、文法知識を確
実に適用できることが求められる。複数
形＋所有格のように複数の文法事項を処
理する必要がでてくると難易度が増す】 
- injuries are と読み上げている部分が正
しく聞き取れず、injury is a …のように
書き起こしている例が多い。【語彙の知識
が足りないままにつじつま合わせする】 
- shwa が聞き取れない。【shwa が聞き取
れず、耳から聞こえた音から推測した既
知の単語を回答に入れているように思わ
れる】 
こうした点は従来からも日本人英語学習
者の弱点として指摘されており、特段に
新たな発見とは言えないが、ディクテー
ションにおいて克服すべき課題の再確認
となった。 

(2) 内容的には平易であるが、真剣に繰り返
し聞き直したくなる程度の難易度の英文
を自然なスピードで録音した素材を文単
位のファイルに整理し、4 回のセッショ
ンでそれぞれ 10 文前後を材料に、最初の
段階ではノイズ加工しない音声を 1 度だ
け再生し、音声再生に先立って予め提示
されている複数の選択肢から中心となる
名詞または動詞の活用形として適切な語
形を選択する。2 つ目の段階では、該当
箇所をノイズでマスクした音声ファイル
を何度でも必要なだけ再生できる状態で、
適切な語形を選択する。3 つ目の段階で
は最初の段階と同じ課題を繰り返す。こ
れと並行して上記のニュース素材の（名
詞・動詞などは辞書形で提示し、冠詞・
前置詞は削除した単語列を提示した上で
の）ディクテーション課題を実施したと
ころ、学習者が文法的冗長性に着目する
リスニング方略を身に着けることを示唆



するアンケート結果を得ることができた。 
(3) 読解課題での語彙・文法知識の習得度を

測定するとみなすことのできる Oxford 
Quick Placement Test とリアルタイム
でのリスニング・スピーキング能力を測
定する Versant English Test の双方を
平成 25 年度に 4 回実施したところ、対
象となる 53 名の大学 1 年生について、
学年はじめには前者で CEFR （言語に関
する欧州共通参照枠組み）で 9 割近くが
B1・B2 に相当するのに対して、後者で
は同じく 9 割近くが A1・A2 に相当する
と大きな乖離が見られた。年間を通じて
の変化を見ると、これまでの傾向と同じ
く後者のスコアの全体としての大幅な上
昇は見られなかったが、前者と後者の相
関が上昇し、継続的な英語産出訓練の効
果を示唆した。 

(4) 本研究課題では、英語学習者が文法的冗
長性と統語形態論的知識をリアルタイム
で英語リスニングに適用する訓練の効果
の検証をめざしが、大学生の多くが英語
の疑問文を文法的に正確に産出できない
ことを示唆するデータが得られた。文の
転換や再生など、いくつかの手法でさま
ざまな複雑さの疑問文の産出を促し、そ
の文法的正確さを調査したところ、学習
到達度が比較的高い学生であっても、疑
問文の語順と形態論的処理が正確でない
状況が明らかとなった。ディクテーショ
ン課題や作文などの産出訓練では疑問文
を産出する機会が限定されるため、文法
処理の自動化とリスニングについて検討
するうえで、疑問文の取り扱いが重要で
あることが改めて示された。 

上記の (2) で示したリスニング方略への
気づきと定着については、名詞・動詞の活用
形を判別する上で、文中の強勢を受けないた
め弱化した発音となる活用語尾の音声を聞
き取って判別しようとするだけでは確実に
聞き分けることは難しく、段落内・文内の語
用論的・統語的な文脈情報に着目して文法的
冗長性から判断する必要があるが、研究代表
者のこれまでの教授経験からはこうしたリ
スニング方略を身に着けて大学に入学する
学生はまれであり、入学後の学生にディクテ
ーション課題を繰り返しても、これに気が付
かないままとなることが多い。提示した学習
素材・課題を超えてこのようなリスニング方
略の使用が般化するかどうかが重要な検証
課題であるが、リスニング方略の般化を確認
する合理的な手法が外国語学習の分野で確
立していないため、本研究計画以降に改めて、
リスニング方略の定着を客観的に検証する
方法について検討することが必要である。こ
れまでの研究成果について、収集したデー
タ・その示唆するところ・今後の検証課題も
含めて、国内・海外の研究集会・学会などで
継続して発表する予定である。 
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